











防災基盤科学技術研究部門 主任研究員　藤 原 広 行
２種類の地図で構成
　地震に関する調査・研究の成果を地
震防災対策に生かすため、国の地震調
査研究推進本部地震調査委員会では、
地震が発生したときの地面の揺れの分
布を示す地震動予測地図の作成を進め
ています。当研究所では、こうした国
による地震動予測地図の作成を支援す
るために、地図作成に必要な技術的な
部分に関しての研究開発と地震調査委
員会の指導のもとに実際の地図作成作
業を実施しています。
　地震動予測地図は、２種類の性質の
異なった地図から構成されています。
１つめは、確率論的地震動予測地図と
呼ばれるものです。これは、ある一定
の期間内に、ある地域が強い地震動に
見舞われる可能性を、確率を用いて予
測した情報を地図上にプロットしたも
のです。地震がいつどこで発生するの
か、また、地震が発生したときに、あ
る地点がどのような揺れ方をするのか
ということについては、まだまだわか
らないことがたくさん残っていて、現
在の科学技術では、答えを１つに絞る
ことができません。そのため、天気予
報で雨が降る確率を出しているのと同
じように､確率を用いて、例えば､「あ
る地点Ａが、今後30年以内に震度６弱
以上の揺れに見舞われる確率は10％で
す｡｣のような情報を地図として示しま
す｡この地図は､今後発生する可能性の
あるすべての地震を考えて、各地震の
発生確率と地震が発生したときの地面
の揺れを計算することによって作成さ
れています。図１に、確率論的地震動
予測地図の試作例を示します。これは
山梨県を中心とする地域に対して、今
後30年以内に震度６弱以上の揺れに見
舞われる確率を示したものです。今後
は、こうした試作版に対しての意見を
聞いた上で、全国を概観する地震動予
測地図を作成することになっています。
自治体の防災計画に利用 
　２つめの地図は、震源を特定した地
震動予測地図（シナリオ地震地図）と10
図２　糸魚川－静岡構造線断層帯のある想定され
　　　た地震に対して、周辺地域で生じる地面の
　　　揺れの最大速度を示している。
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呼ばれるものです。これは、ある地震
が発生した時に、その地震によって生
じる地面の揺れの分布を地図上にプロ
ットしたものです。このような地図は、
地方自治体が地域の防災計画を立てる
ために行う被害想定などでこれまでに
も数多く作成されています。シナリオ
地震地図では、対象とする地震と地域
を限定して作成するために、それぞれ
の地震の特徴や地域特有の地盤構造を
モデル化して計算することが可能とな
ります。今回の地図作成では、平成７
年の兵庫県南部地震以後に特に目覚ま
しい進歩を遂げた最新の地震動予測手
法を用いていることに特徴があります。
兵庫県南部地震以後に全国的に整備さ
れた地震観測網から得られる情報や、
大都市が立地する堆積平野の地下構造
調査により得られた地盤のモデルを用
いて、大規模な数値シミュレーション
を実施することにより地震動の計算を
行っています。図２に、糸魚川－静岡
構造線断層帯地震に対するシナリオ地
震地図の例を示します。これは、この
地震が発生したときの地面の揺れの最
大速度分布を示した図です。
インターネットで公開も 
　現在作成中の地震動予測地図は、地
震動予測地図公開システムを開発する
ことにより、インターネット等で公開
される予定となっています。地震動予
測地図公開システムにおいては、その
予測結果だけでなく、計算に用いた条
件や地盤構造モデルなど、地震動予測
地図をより良いものに発展させるため
に必要な情報をあわせて公開する予定
となっています。 11
